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緒　　　看

わが国の肉用牛生産の特徴は,世界的にみても特異な通年舎飼方式による零細飼育が支配的なこ

とにある2,4)｡こういう背景から,わが国での放牧による肉用牛生産は,その歴史も浅く,充分な

技術が確立されているとはいいがたい｡著者ら6,7)はこれまでに,わが国では新しい技術として,

南九州における周年放牧方式による子牛生産に関する研究を行ってきた｡その結果,周年放牧条件

下での冬季分娩牛のBody Condition Score (BCS)が,分娩前3十で,分娩によって3に低下し,

その後40日程度で再び3十に回復する場合に,分娩後90日以内での受胎が可能となること,この

際のBCSの変動はプロジェステロン濃度の変動と関連していることを明らかにした｡

しかしながら,前述のように,日本で特徴的な舎飼での子牛生産の場合,母牛に及ぼす各種のス

トレスや生理的状態は放牧でのそれと大きく異なることから,繁殖効率を向上させるための母牛の

BCS管理も,放牧牛とは異なることが推測される｡本研究では黒毛和種舎飼牛の冬季における分

娩前後のBCS,繁殖成績および子牛の発育に及ぼす諸要因の影響を解析し,舎飼方式における繁

殖効率および子牛発育を向上させるための母牛のBCS管理について指針を得ようとした｡

材料と方法

調査は鹿児島県薩摩郡入来町の副田地区ならびに浦之名地区,樋脇町および祁答院町の4地区で

行った｡調査の期間は1985年12月から1986年6月までとし, 1985年12月から1986年3月まで

に分娩した母牛84頭について調査した｡母牛のBCSは分娩予定月に2回調査し,分娩前で分娩日

に最も近い値を分娩前の値として用いた｡その後は月2回調査,当該日に最も近い日の値をデータ

として用いた｡子牛の発育値, BCSおよび価格は79頭について市場出荷時に調査した｡ BCSの判

定はBaker and Mason3)の方法によって行った｡得られたデータについて,飼養地区,管理者,

産歴および分娩月による母牛の分娩前後のBCSの推移,繁殖成績,子牛発育および子牛価格の違

いを明らかにしようとした｡また,分娩後の受胎に要する日数および授精回数によるBCSの推移

の違いに加えて,母牛の分娩前後のBCSと子牛の発育値との関係についても検討した｡
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結果と考察

先に著者ら6)は, BCSが分娩後に一時低下したのち40日後には分娩前のBCSに回復する場合に,

授精回数も,受胎に要する日数も少なくなる,つまり繁殖成績がよくなることを示した｡ところが,

本調査では飼養地区のBCSと繁殖成績との間に上述のような明確な相関関係は兄いだせなかった｡

すなわち, BCSはどの地区においても分娩後にやや下降する傾向がみられるが,その推移の仕方

は地区によってさまざまであり,それぞれの調査時での地区間の有意差も兄いだせなかった(第1

図)｡また,繁殖成績では浦之名地区の受胎に要する日数が祁答院地区のそれより多く,この区間

だけに有意差が認められた(第1表)｡あえて飼養地区のBCSの推移と繁殖成績との関係をとりあ

げてみると,祁答院地区の場合に,分娩40日後のBCSがほぼ分娩前の値に近くなり,ここでの受

胎に要する日数が少なくなっていることが注目される｡しかし,今回の調査牛群の結果を飼養地区

第1表　黒毛和種舎飼牛の飼養地区,管理者,産歴および分娩月による繁殖成績の違い

Table 1. Differences of reproductive performance of Japanese Black Cows among area

of raising, person of raising, no. of calving and month of calving in the hous-
●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●

ing system.

項　目

Items

頭　数　　平均授精回数(1)　受胎ま　での　日　数(1)
No. of Mean no. of Interval from calving

cows service to conception (days)

飼養地区
Area of

raising

副　田

Soeda

浦之名

Uranomyou

樋　脇
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Kedouin
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男
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女
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男女
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1.2
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62.8

(D　　　-内のカラムにおける行間の異符号間はダンカンの多重検定法により5 %水準で有意差があること

を示す｡

Means within a column of each item not followed by the same superscripts differ signih-

cantly (p<0.05) by Duncan's multiple range test.
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第1図　黒毛和種舎飼牛における飼養地区,管理者,産歴および分娩月の違いがBCSの

推移に及ぼす影響

Fig. 1. Differences of BCS-changes due to area of raising, person of raising, no. of

calving and month of calving in housing Japanese Black Cattle.
●                    ●

異符号間はダンカンの多重検定法により5 %水準で有意差があることを示す｡

Means with different superscripts differ significantly (p<0.05) by Duncan's mul-

tiple range test.

BCS : Body condition score
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問で全般的にみた場合,周年放牧牛の集団飼育の場合のように, BCSの推移から繁殖成績を推測

することはむっかしいとみられる｡このように先の報告6)と異なる結果が得られた理由としては,

個々の農家の管理技術の良否,人工授精師の技術の巧拙も考えられよう｡つまり,少頭数飼育の場

令,上記のような理由で個体間差が大きくなり, BCSの推移と繁殖成績との関係が把握しにくい｡

したがって,技術水準が向上し,多頭飼育するような場合にはBCSの推移から繁殖成績を推察し

うるものと考えられる｡

BCSの推移は管理者間でも有意な差が認められ,男性が管理する場合は高く推移し,男女共同

で管理する場合は低く推移し,女性が管理する場合は両者の中間で推移する傾向が認められた｡し

かし,男性が管理する場合,分娩後のBCSの回復状態は他の管理者より良好であるにもかかわら

ず,繁殖成績は必ずしも優れた値を示さなかった｡このことからも繁殖成績は母牛のBCSの推移

以外に,管理者のこまやかな観察力等も影響することが推察された｡

BCSの推移は産歴間で有意な差が認められ,初産牛は高く推移し, 7産から10産の牛は低く推

移する傾向が認められた｡ 7産から10産の母牛のBCSが有意に低い値で推移しているにもかかわ

らず,繁殖成績は比較的良好であるが,これは,それまでの母牛の選抜淘汰の影響があるものと考

えられた｡

さらに, BCSは分娩月間で有意な差が認められた｡ 3月分娩牛は分娩後のBCSの回復が急速で

あり,その結果,繁殖成績も非常に優れていた｡一万, 12月および1月の分娩牛は分娩後, BCS

が直線的に低下する傾向が認められ,その結果,繁殖成績も有意に低下した｡また, 2月分娩牛は

BCSの回復が遅れる傾向が認められ,このため繁殖成績も低下する傾向が認められた｡分娩月に

よる母牛の栄養状態の変動は小川ら5)の結果とはぼ同様な傾向を示し,舎飼雌牛でも放牧牛とほぼ

同様に,冬季に栄養状態がかなり低下し,その結果,冬季分娩牛の繁殖成績が低下する傾向にある

ことが認められた｡

黒毛和種舎飼雌牛の受胎に要する分娩後の日数および授精回数を異にする舎飼牛のBCSの推移

は第2図に示すとおりである｡分娩後60日までに受胎する雌牛のBCSは,分娩前が4~,分娩後

3.5に低下,その後40日目に再び4~に上昇する傾向が認められた｡分娩後61日から90日の問で

受胎した雌牛のBCSは,分娩前が4~で,分娩後40日までに3十まで低下,その後,分娩後80日

までに3.5まで上昇する傾向が認められた｡さらに,分娩後91日から120日までの間で受胎する

雌牛は,分娩前のBCSか4~で,その後60日までに4に達した後3に低下しており, BCSの変動

が大きい傾向が認められた｡また,受胎に要する日数が121日から150日の雌牛のBCSは分娩前

3.5,分娩後100日までに3~に低下し,その後になって4~まで回復する傾向が認められた｡

このように受胎に要する日数および授精回数を異にする舎飼雌牛の繁殖成績とBCSの推移との

関係についてみても,必ずしも明確な傾向を兄いだすことはできなかった｡あえて受胎に要する日

数とBCSの推移との関係をとりあげてみると,分娩後90日までに受胎する雌牛では分娩前のBCS

が4~で,分娩後40日あるいは80日で3.5から4~まで回復する傾向が認められている｡このこと

から舎飼雌牛の繁殖成績を向上させるためのBCSの管理を推測すると,放牧雌牛の場合より1ラ

ンク上のスコアで管理することが適当であることが推察される｡ Allen and KilkennyOは牧牛

繁殖で365日以内で1産させるには,授精時のBCSは2.5から3+必要であると述べている｡また,

Van Niekerk8)は牧牛繁殖で雌牛の授精時のBCSが2から4までは高まるほど繁殖成績は改善さ

れることを報告している｡本研究における繁殖方法はすべて人工授精であるため, Allen and

KilkennylおよびVan Niekerk8)の結果と直接比較することはできないが,舎飼雌牛における

40



▲
′

2.5

黒毛和種舎飼牛のBody Condition Score,繁殖成績および子牛発育との関係

分娩後の受胎に要する日数
Interval from calving to conception

÷

●:　～60
0: 61-90
▲: 91-120
■ : 121-150

/
-
"
¥
/
-
*
¥
/
^
"
¥
/
^
¥

L
T
>
　
L
T
5
　
C
^
-
O
J

2

1

1

I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I

d
 
c
 
c
 
c

¥
　
'
¥
^
/
V
^
/
¥
　
'

S
~
¥
S
~
¥
S
~
¥
S
~
*
¥

0
5
　
^
0
　
0
5
　
T
f

2
1
I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I

c
 
c
 
c
 
c

^
^
y
 
v
_
x
¥
s
^
-
y

H
 
N
 
C
O
 
t
H

●
○
▲
■

09F忘-LII

4｡608｡ふ一志一計I忘-,..-L-II

4｡608｡去....,J.

0120

Before

calvingDa謂監冒^Before

alvingcalvinsDa禁ter冒alving

第2図受胎に要する分娩後の日数および授精回数を異にする黒毛和種舎飼牛のBCSの

推移

Fig.2.DifferencesofBCS-changesduetointervalfromcalvingtoconceptionand

no.ofserviceinhousingJapaneseBlackCattle.●

異符号間はダンカンの多重検定法により5%水準で有意差があることを示す｡

Meanswithdifferentsuperscriptsdiffersignificantly(p<0.05)byDuncan'smuL

tiplerangetest.

BCS:Bodyconditionscore

人工授精での繁殖の場合,繁殖成績が最良となるための授精時のBCSは3.5前後にあることが推

察される｡

受胎に要する授精回数によるBCSの推移には有意な差は認められなかった｡しかし,分娩前の

BCSが4~で,その後　3.5よりやや低く低下し,再び3.5以上に回復する場合, 1-2回の人工授

精で受胎する傾向が認められた｡この点からも,分娩後における授精時のBCSは3.5以下から3.5

以上に回復する場合に,授精回数が少なくなることが推察された｡

黒毛和種市場出荷子牛の発育値, BCSおよび価格の管理者による違いを示すと第2表のとおり

である｡子牛の胸囲および日齢体重は管理者間で有意な差が認められ,特に,女性が管理する場合

に大きい値を示した｡価格においても女性または女性と男性が共同して管理した子牛は高く,また

生体単価でも女性の管理した子牛が最も高く,管理者間でいずれも有意な差が認められた｡このよ

うに女性が管理する場合に子牛の発育がよく,また価格は最も高くなる傾向がある点は,注目すべ

きことである｡

市場出荷時の雌牛の発育値と母牛の分娩前のBCSとの関係をみると,母牛の分娩前のBCSが4

前後の場合,雌子牛の体重,胸囲および日齢体重とも,最も高い値を示す傾向が認められた｡分娩

前のBCSが4前後は一般的には高すぎる状態である1,8)｡しかしながら,冬季においては舎飼雌牛
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第2表　黒毛和種子牛の管理者による発育値　BCS(および価格の違い

Table 2. Differences of growth value, BCS and price of Japanese Black calves among
●    ●

persons of raising

管　理　者　頭　数　体　重(2)体　高く2)胸囲(2)日　齢　体　重　　BCS"価格(2)　生　体　単　価(2)
Person of No. of Body Withers Heart Body weight Price Price/

raising calves weight height girth　/age in days body weight

k9　　　cm cm h y e n

25　　270.8a　112.4a　148.9 b 0.882　b　　　3.53　328560

36　　286.1a　114.Oa　153.1a 0.946a　　　3.33　366250s

Woman

男　女　　　18　　284.　113.Oa　150.1ab 0.927ab　　3.63　3537203

Man and
woman

yen

1211

1277s

1241ab

(1) BCS 'Body condition score.

(2)行間の異符号間はダンカンの多重検定法により5%水準で有意差があることを示す｡

Means within a column not followed by the same superscripts differ significantly (p<¥0.05)

by Duncan's multiple range test.

においても飼料給与が充分でない場合が多く,このため分娩前のBCSが通常より高めにある場合

に,分娩後の子牛の発育がよくなる傾向にあることが推測された｡

市場出荷時の去勢子牛の胸囲と母牛の分娩後80日前後のBCSとの関係をみると,去勢子牛の胸

囲は,母牛の分娩後80日前後のBCSが3+程度の場合最も大きい値を示す傾向が認められた｡こ

のことから子牛の発育を最も良くするには,母牛の分娩後のBCSは3+前後で管理するのが望まし

いことが推測された｡

摘　　　要

本研究は鹿児島県薩摩郡の4地区において, 1985年12月から1986年3月までの間に分娩した

黒毛和種舎飼牛84頭について,分娩前後のBCSの推移,繁殖成績,子牛の発育値および価格を調

査し,飼養地区,管理者,産歴および分娩月による違いを明らかにしようとした｡また,繁殖成績

と分娩前後のBCS推移との関係を検討した｡さらに,母牛の分娩前後のBCSと子牛の発育値との

関係についても検討した｡

得られた結果は次のとおりである｡

1.分娩前後のBCSは管理者,産歴および分娩月間で有意な差が認められた｡

2.受胎までの日数は飼養地区および分娩月間で有意な差が認められた｡

3.母牛のBCSは分娩前が4~で,分娩によって3.5に低下した後,分娩後40日前後で,再び4~

に回復する場合に,受胎までの日数は60日以内になる傾向を示した｡授精回数が1-2回で受

胎する場合の母牛の分娩前後のBCSも同様な推移を示した｡

4.子牛の胸囲,日齢体重,価格および生体単価は管理者間で有意な差が認められ,女性が管理す

る子牛は発育が良く,価格も高かった｡

5.分娩前の母牛のBCSが4前後で管理されている場合に,雌子牛の体重,胸囲および日齢体重

が最も大きくなる傾向が認められた｡また,分娩後80日前後の母牛のBCSが3十前後で管理さ
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れる場合,去勢子牛の胸囲は最大となる傾向が認められた｡
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Summary

This study was carried out for the purpose of clarifying the differences of body condi-

tion score (BCS )-changes of cows before and after calving, reproductive performances of

cows, growth value and prices of calves among area of raising, person of raising, no. of calv-
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　●

●

ing and calving month. And relationships between reproductive performance and BCS-changes

of cows were investigated. Further, relationships between growth value of calves and BCS-

changes of cows were investigated. This study was carried in four areas in Satsuma-gun of

Kagoshima Prefecture on 84 cows calving from December 1985 to March 1986 and their 79

calves of Japanese Black in the housing system.
●

The results obtained were as follows:

1. BCSs before and after calving were different among persons, no. of calving and

calving months, significantly.
●

2. Intervals from calving to conception were different among areas of raising and calv-
●                                     ●

ing months, significantly.

3. BCS-changes of cows conceiving within sixty days after calving were 4~ before calv-
●                                 ●                                                                                              ●

ing, decreasing to 3.5 after calving, increasing to 4　about forty days after calving. BCS-

changes of cows conceiving through 1 or 2 services showed to be as same as in the above-
●     ●

mentioned.
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4. Heart girth, body weight/age in days, price and price/body weight were different

among persons of raising significantly. Growth value and price of calves were highest in
●    ●               ●                                                                                                              ●

the case of woman.

5. Body weight, heart girth and body weight/age in days of heifers were high in the

case about 4 0f BCS before calving of cows. The heart girths of steers were high in the case

about 3　0f BCS eighty days after calving.


